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び
ま
し
た
」

　

１
月
23
日
夜
、
京
都
市
中
心
部
の
京

都
府
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

「
話
す
ち
か
ら
を
つ
け
る　

ま
わ
し
よ

み
新
聞
講
座
」
の
一
場
面
だ
。
12
人
の

受
講
者
は
、
京
都
機
械
金
属
中
小
企
業

青
年
連
絡
会
（
機
青
連
、
会
員
企
業
80

社
）
の
メ
ン
バ
ー
ら
で
、
府
内
で
モ
ノ

づ
く
り
に
関
わ
る
中
小
企
業
の
若
手
社

長
や
後
継
者
た
ち
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
」
と
い
う
講
座
の

狙
い
に
興
味
を
持
ち
、
参
加
し
て
い
る
。

  

成
果
を
仕
事
に
生
か
せ
る

　

つ
い
つ
い
話
に
夢
中
に
な
り
、
１
人

１
分
の
制
限
時
間
を
超
え
て
し
ま
う
人

も
少
な
く
な
い
。
１
グ
ル
ー
プ
４
人
の

発
表
が
終
わ
る
た
び
に
、
別
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
「
長
す
ぎ
る
」「
何
が
言
い
た

い
の
か
、
も
う
少
し
簡
潔
に
ま
と
め
た

方
が
い
い
」
と
厳
し
い
指
摘
が
あ
が

る
。
ベ
テ
ラ
ン
の
読
売
記
者
の
講
師
が

「
重
要
な
事
柄
か
ら
書
い
て
い
く
新
聞

記
事
の
よ
う
に
、
結
論
か
ら
話
せ
ば
伝

わ
り
や
す
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。

受
講
者
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
だ
。

　

機
青
連
代
表
幹
事
で
、
製
缶
・
板

金
・
総
合
建
築
施
工
会
社
「
ナ
カ
モ
ト
」

（
京
都
市
山
科
区
）
の
５
代
目
社
長
、

中
本
幸
志
さ
ん
（
44
）
は
「
時
間
や
マ

ン
パ
ワ
ー
の
制
約
が
厳
し
い
中
小
企
業

で
も
、
こ
の
よ
う
に
集
ま
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
の
成
長
に
必
要
な
研
修
が
受

け
ら
れ
る
。
同
じ
境
遇
の
経
営
者
や
後

継
者
ば
か
り
な
の
で
、
刺
激
し
あ
っ
て

学
べ
る
し
、
成
果
を
自
社
の
業
務
に
生

か
せ
る
」
と
話
す
。

  

他
人
と
の
会
話
楽
し
く
な
っ
た

　

研
修
の
数
日
後
、
中
本
さ
ん
の
元

に
、
受
講
者
の
一
人
、
山
本
秀
幸
さ
ん

（
41
）
か
ら
「
人
と
の
会
話
が
苦
手
で
、

話
す
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
い
た
僕

で
す
が
、
な
ん
だ
か
人
と
話
す
こ
と
が

楽
し
く
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
メ
ー
ル

で
寄
せ
ら
れ
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
祖
父
母
が
創
業
し
、

ア
ル
ミ
機
械
加
工
な
ど
を
手
が
け
る

「
ヒ
ル
ト
ッ
プ
」（
京
都
府
宇
治
市
）
の

社
員
。
両
親
が
聴
覚
障
害
者
の
た
め
、

自
宅
で
は
幼
少
時
か
ら
手
話
で
会
話
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
小
中
学
校
時

代
は
、
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
が
し
に
く

い
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
た
。「
今

で
も
会
社
の
朝
礼
で
の
一
言
や
会
議
で

の
議
論
は
苦
手
」
と
い
う
。

　

だ
が
、
研
修
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
が
選
ん
だ
、
一
見
バ
ラ
バ
ラ
の

記
事
や
広
告
か
ら
共
通
点
を
見
い
だ

し
、
壁
新
聞
の
統
一
テ
ー
マ
（
題
字
）

を
決
め
た
り
、
自
分
が
選
ん
だ
記
事
と

関
連
づ
け
て
自
己
紹
介
し
た
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
の
考
え
を
整
理

し
て
話
し
、
一
人
一
人
の
考
え
を
取
り

入
れ
て
一
つ
の
モ
ノ
を
完
成
さ
せ
る
作

業
は
刺
激
的
で
、「
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
っ
て
、
こ
ん
な
に

楽
し
い
ん
だ
な
と
思
っ
た
」。

　

以
前
は
「
新
聞
嫌
い
」「
活
字
嫌
い
」

だ
っ
た
が
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
「
自

分
の
引
き
出
し
が
増
え
る
」
こ
と
に
も

気
づ
い
た
。
記
事
か
ら
朝
礼
の
ネ
タ
を

探
し
て
し
ゃ
べ
る
練
習
を
、
山
本
さ
ん

は
今
も
続
け
て
い
る
。

コミュニケーション力高め、伝わる文章磨く 
　読売新聞の研修プロジェクト「新聞のちから」は、
スタートから４年目を迎え、現場のニーズに合わせ
た多彩なプログラムを展開している。京都では受講
するために中小企業の若手経営者らが集まり、研
修を通じて活発に交流している。町田市役所（東
京）では、住民向けの案内文を講義の中で見直す
など、実践的な取り組みが目立つ。受講者は「ニュ
ースに触れる大切さを知った」「伝わる文章の書き
方がわかった」と話す。

【問い合わせ】読売新聞東京本社
教育ネットワーク事務局  「新聞のちから」担当
☎ 03・6739・6985（平日10：00～17：00）

  

業
務
の
時
間
短
縮
　

　

東
京
南
西
部
の
町
田
市
（
人
口
約

43
万
人
）
で
は
、
昨
年
７
月
か
ら
６

か
月
間
、
24
人
の
市
役
所
職
員
が
受

講
し
た
。
き
っ
か
け
は
石
阪
丈
一
市

長
が
今
年
度
か
ら
始
め
た
「
見
直
そ

う
！
“
伝
わ
る
日
本
語
”
推
進
運

動
」。
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

難
解
な
専
門
用
語
や
「
お
役
所
言

葉
」
を
見
直
す
取
り
組
み
だ
。
そ
こ

で
、
伝
わ
る
文
章
を
目
指
す
「
新
聞

の
ち
か
ら
」
研
修
を
導
入
し
た
。

　

長
期
間
で
課
題
提
出
も
多
い
こ
と

を
説
明
し
て
、
受
講
希
望
者
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、「
若
手
を
中
心
に
意
識

の
高
い
職
員
が
集
ま
っ
た
」
と
、
職

員
課
の
西
久
保
陽
子
係
長
（
45
）
は

振
り
返
る
。
研
修
の
前
後
に
「
日
本

語
検
定
」
も
受
検
さ
せ
た
。「
特
に
、

市
が
実
際
に
作
成
・
発
行
し
た
文
書

を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
講
義

は
、
す
ぐ
に
業
務
に
役
立
つ
と
好
評

で
し
た
」

　

研
修
後
の
感
想
を
取
り
ま
と
め
た

同
課
の
石
川
愛
依
子
さ
ん
（
29
）
は

「
文
書
を
上
司
か
ら
直
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
、
業
務
の
時
間
短

縮
に
結
び
つ
い
た
、
と
い
う
声
が
あ

っ
た
。
次
年
度
も
継
続
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
こ
ん
な
に
寄
せ
ら
れ

る
の
は
珍
し
い
」
と
話
す
。

　  

丁
寧
な
添
削
に
納
得

　

秘
書
課
の
竹
内
真
未
さ
ん
（
27
）

は
提
出
し
た
課
題
に
つ
い
て
、「
あ

ん
な
に
丁
寧
に
添
削
さ
れ
た
の
は
初

め
て
。
こ
う
書
け
ば
良
か
っ
た
の
か

と
納
得
し
た
。
文
章
で
は
言
葉
一
つ

が
大
事
で
、
今
ま
で
少
し
無
頓
着
だ

っ
た
と
気
づ
き
ま
し
た
」。

　

子
育
て
推
進
課
の
益
田
望
美
さ
ん

（
26
）
は
、「
市
内
の
保
育
所
な
ど
に

　「読む」「書く」「会話する」の力を底上げする
「新聞のちから」の研修プログラムは、実践的
で多彩なメニューを用意し、受講側のリクエス
トに応じてきめ細かく対応している。
　「書く」では、ビジネスに不可欠なメールの
作法や、企業や団体で運用しているホームペ
ージの文章の見直し、読まれる広報リリースの
作り方など、現場ですぐに活用できるノウハウ
を伝授する。
　「読む」「会話する」では、インターネットに
あふれる情報の真贋（しんがん）の見極め方を

学んだり、気 にな
るニュースから会
話の糸口をつかん

まわしよみ新聞
　数人のグループで持ち寄った新聞を読み比べ、気
になった記事を切り抜き、感想を語り合って 1 枚の壁
新聞に再編集する。大阪で街づくりのプロデューサー
などをしていた陸奥（むつ）賢さんが 2012 年、考案し
た「遊び」。情報を正しく読み取り、活用する能力やコ
ミュニケーション能力を高める効果があるとして、学校
教育や企業研修などに取り入れられている。

グループごとに作った壁新聞を使って、自己紹介する受講者たち（１月２３日、京都市下京区で）＝伊東広路撮影

研修を受けた益田さん（右）と竹内さんは「また受講したい」と意欲的だ

「新聞のちから」多彩なプログラム

  

気
に
な
る
記
事
も
と
に
語
る

　

作
業
服
や
背
広
姿
の
20
～
40
歳
代
の

男
た
ち
が
会
議
室
に
集
ま
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
読
売
新
聞
の
記
事
や
漫
画
、
広

告
の
中
か
ら
、
気
に
な
る
も
の
を
模
造

紙
に
貼
っ
た
上
で
、
自
分
の
思
い
を
語

り
始
め
た
。

　
「『
コ
ボ
ち
ゃ
ん
』
は
、
僕
が
独
身
時

代
に
愛
読
し
て
い
た
漫
画
。
僕
の
子
供

も
（
連
載
開
始
時
の
）
コ
ボ
ち
ゃ
ん
と

同
い
年
（
５
歳
）
に
な
っ
た
ん
だ
な
あ

と
思
う
と
感
慨
深
い
で
す
」

　
「
こ
の
記
事
は
、
歌
舞
伎
の
演
目
『
助

六
』
で
、
花お

い
ら
ん魁

に
モ
テ
モ
テ
だ
っ
た
色

男
の
主
人
公
の
セ
リ
フ
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
社
員
に
愛
さ
れ
、
お
客
さ
ん
に

愛
さ
れ
た
い
、
と
い
う
僕
の
人
生
の
目

標
に
も
通
じ
る
の
で
、
こ
の
記
事
を
選

メ
ー
ル
を
送
る
際
、
複
雑
な
内
容
だ

と
説
明
が
長
く
な
り
が
ち
だ
っ
た
。

冒
頭
に
結
論
を
簡
潔
に
書
く
な
ど
の

研
修
内
容
を
実
践
し
た
ら
、
質
問
が

減
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

来
年
度
も
開
講
予
定
と
聞
く
と
、

２
人
は
「
ぜ
ひ
受
け
た
い
」
と
声
を

そ
ろ
え
た
。

でプレゼンテーション能力の向上を目指したり
する。講義やワークショップの内容は「その日
から使える」を重視している。
　受講側との事前のヒアリングを通じて、「社
員に幅広い世代とコミュニケーションできる力
を付けたい」「簡潔で分かりやすいメールを書
けるようにしたい」といった具体的なニーズを
くみ取り、プログラムを微修正していく。加え
て、効果を測定する「日本語検定」の団体特別
試験を割引価格で受検できる。
　研修には 3 か月と6 か月の基本モデルがあ
り、新聞を活用するため、期間中、受講者には
定期購読してもらう。原則として講師料や添削
料不要。

要望に応じてプログラム構成

Yomiuri Education Network
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八景島
シーパラダイス

中央水産研究所横浜市漁協
（柴支所）

本牧
横浜

リポート リポート

シーパラこども海育（うみいく）塾
「横浜・八景島シーパラダイス」が２０１５
年度に社会貢献事業として始め、横浜
市や周辺の研究機関、大学、漁業協同
組合などの協力で運営されている。2018
年度は6月から19 年３月まで全１０回。
親子で海の生きものを観察し、海洋環境
などについて専門家などから学ぶ。

【後援】横浜市温暖化対策統括本部、読売
新聞東京本社

5

第3部

ち
ゃ
ね
」

　
人
な
つ
っ
こ
い
笑
顔
で
こ
う
話
す

の
は
、
齋
田
芳よ
し

之ゆ
き

さ
ん
（
63
）。
昨

年
11
月
18
日
、
横
浜
市
金
沢
区
に
あ

る
同
市
漁
業
協
同
組
合
柴
支
所
で
開

か
れ
て
い
た
。
同
漁
協
理
事
で
江
戸

時
代
か
ら
続
く
漁
師
の
家
に
育
っ
た

齋
田
さ
ん
が
講
師
を
務
め
た
。

　
齋
田
さ
ん
が
ま
ず
見
せ
た
の
が
ア

ナ
ゴ
の
生
態
写
真
。
ア
ナ
ゴ
を
捕
ま

え
る
実
物
の
筒
も
あ
る
。「
ア
ナ
ゴ

筒
漁
」
は
餌
を
入
れ
た
筒
約
６
０
０

本
を
海
底
に
沈
め
て
お
く
漁
法
で
、

狭
い
場
所
で
肌
を
寄
せ
合
っ
て
隠
れ

る
ア
ナ
ゴ
の
習
性
を
利
用
す
る
。
筒

に
は
返
し
が
つ
き
、
中
に
入
る
と
出

ら
れ
な
い
仕
組
み
だ
。

　
よ
く
見
る
と
、
筒
の
側
面
に
は
大

き
な
穴
（
直
径
13
ミ
リ
）
と
小
さ
い

穴
（
同
９
ミ
リ
）
が
並
ん
で
い
る
。

海
か
ら
引
き
揚
げ
る
時
の
水
切
り
用

で
、
齋
田
さ
ん
が
大
き
い
穴
に
変
え

た
と
い
う
。

　
同
漁
協
で
は
、
64
隻
の
漁
船
で
東

京
湾
の
タ
チ
ウ
オ
や
ア
ジ
、
ヒ
ラ
メ

な
ど
を
取
る
。
齋
田
さ
ん
は
自
分
の

船
を
持
っ
た
26
歳
か
ら
は
ア
ナ
ゴ
漁

VPRで撮影した深さと動物プランクトンの数々

（上）８匹のアナゴをつり上げた岩佐優日さん（左）。筒から取り出してもらうアナ
ゴを、驚きながら見つめた　（右）アナゴ筒漁船に準備された筒

あなご筒を手に説明する斎田さん

専
門
だ
が
、
漁
獲
量
は
減
少
傾
向
で

「
商
売
に
ど
う
に
か
な
る
程
度
」
だ
。

　
「
逃
し
て
大
き
く
成
長
し
た
も
の

を
取
れ
ば
付
加
価
値
も
上
が
る
」。

齋
田
さ
ん
は
そ
う
思
い
立
ち
、
神
奈

川
県
水
産
試
験
場
や
東
京
海
洋
大
学

と
研
究
を
重
ね
、
最
適
な
穴
の
大
き

さ
を
突
き
止
め
た
。
こ
の
方
式
は

資
源
管
理
に
貢
献
す
る
と
し
て
、

２
０
０
１
年
に
水
産
庁
長
官
賞
を
受

賞
。
東
京
や
千
葉
も
含
め
た
東
京
湾

の
漁
師
の
間
で
18
年
も
支
持
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

釣
り
に
も
挑
戦

　
齋
田
さ
ん
ら
は
ア
ナ
ゴ
が
泳
ぐ
水

槽
も
準
備
し
て
く
れ
て
い
た
。
塾
生

た
ち
が
筒
を
使
っ
た
釣
り
に
挑
戦
す

る
た
め
だ
。

　
最
多
の
８
匹
を
筒
に
誘
い
こ
ん
だ

の
が
、
金
沢
区
の
小
学
１
年
、
岩
佐

優ゆ
う

日ひ

さ
ん
（
７
）。「
隅
に
集
ま
る
習

性
を
よ
く
観
察
し
て
い
ま
し
た
ね
」。

齋
田
さ
ん
か
ら
褒
め
ら
れ
る
と
、

「
初
め
て
ア
ナ
ゴ
を
見
た
ん
だ
け
ど

…
…
」
と
は
に
か
ん
だ
。

　
東
京
湾
で
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る

の
は
、
ア
ナ
ゴ
だ
け
で
は
な
い
。
か

つ
て
一
日
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
と

れ
た
シ
ャ
コ
に
つ
い
て
は
、
不
定
期

に
禁
漁
期
を
設
定
し
て
い
る
。
塾
生

た
ち
は
漁
業
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方

も
学
ん
だ
。

ア
ナ
ゴ
の
習
性
利
用

　
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
筒
の
中
か
ら

顔
を
の
ぞ
か
せ
る
の
は
、
何
匹
も
の

ア
ナ
ゴ
た
ち
。
江
戸
前
の
主
役
は
、

そ
の
し
ぐ
さ
に
も
実
は
一
見
の
価
値

が
あ
る
。

　
「
か
わ
い
い
で
し
ょ
う
。
狭
い
筒

の
中
に
仲
間
と
一
緒
に
い
る
と
安
心

す
る
の
で
す
。
人
間
も
こ
う
で
な
く

漁業のあり方、
野生動物との共生探る

チ
リ
モ
ン
探
し

　
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
に
交
じ
っ
て
、

タ
コ
、
フ
グ
、
カ
ニ
ま
で
い
る
。
見

慣
れ
て
い
る
成
魚
と
違
う
の
は
、
小

さ
す
ぎ
る
体
に
加
え
、
巨
大
す
ぎ
る

頭
と
目
。
魚
の
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
で
、

通
称
「
チ
リ
メ
ン
・
モ
ン
ス
タ
ー
」。

略
し
て
「
チ
リ
モ
ン
」
だ
。

　
「
海
育
塾
」
の
塾
生
た
ち
は
１
月

20
日
、
水
産
研
究
・
教
育
機
構
の
中

央
水
産
研
究
所
（
横
浜
市
金
沢
区
）

に
い
た
。
漁
業
資
源
の
管
理
や
環
境

調
査
・
研
究
な
ど
を
行
う
施
設
で
、

こ
の
日
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
チ
リ
モ
ン
探
し
」

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

シ
ラ
ス
干
し
の
こ
と
を
関
西
で

は
、
チ
リ
メ
ン
と
呼
ぶ
。「
こ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
関
西
で
始
ま
っ
た

の
で
、
チ
リ
メ
ン
・
モ
ン
ス
タ
ー
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
」
と
、
研
究
所

の
業
務
推
進
課
長
、
市
橋
秀
樹
さ
ん

（
60
）
が
教
え
て
く
れ
た
。

　
用
意
さ
れ
た
シ
ラ
ス
干
し
は
、
食

品
と
し
て
流
通
す
る
も
の
と
は
異
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
種
の
稚
魚
が
交

じ
る
選
別
前
の
も
の
。
虫
眼
鏡
を
通

し
て
見
る
姿
は
確
か
に
不
気
味
な
が

ら
も
か
わ
い
く
、
モ
ン
ス
タ
ー
的
風ふ
う

貌ぼ
う
だ
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
皿
に
入
れ
た
シ

ラ
ス
干
し
に
虫
眼
鏡
と
つ
ま
よ
う
じ

を
手
に
向
き
合
い
、
見
分
け
方
の
ポ

イ
ン
ト
が
ま
と
め
ら
れ
た
冊
子
も
参

考
に
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
正
体
を
当
て

て
い
っ
た
。

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
観
察

　
こ
う
し
た
チ
リ
モ
ン
た
ち
は
、
私 さまざまな種類の「チリモン」を探す親子（竹内和佳子撮影）

た
ち
の
食
卓
に
上
が
る
イ
ワ
シ
や
サ

バ
な
ど
の
餌
と
な
る
。
こ
の
日
は
、

チ
リ
モ
ン
が
食
べ
る
動
・
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
生
き
た
ま
ま
観
察
で
き

る
機
械
（
Ｖ
Ｐ
Ｒ
）
も
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
東
京
都
千
代
田
区
か
ら
毎
回

参
加
す
る
小
学
校
３
年
の
兒こ

井い

梓
さ

ん
（
９
）
も
、
こ
の
機
械
で
撮
影
し

た
写
真
に
見
入
っ
て
い
た
一
人
。

「
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
小
さ
い
エ
ビ
み

た
い
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

形
や
模
様
が
と
て
も
き
れ
い
」
と
、

異
世
界
で
も
の
ぞ
き
込
ん
だ
よ
う
な

表
情
を
し
た
。

　
２
月
15
日
、
こ
の
研
究
所
が
所
有

す
る
調
査
船
「
蒼そ
う

鷹よ
う

丸
」（
８
９
２

総
ト
ン
）
が
今
年
度
８
回
目
と
な
る

航
海
に
出
港
し
た
。
高
知
県
沖
な
ど

の
黒
潮
域
で
、
海
水
濃
度
や
温
度
、

放
射
線
量
な
ど
の
測
定
を
行
う
。

「
小
さ
な
異
変
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
、

生
物
学
や
海
洋
学
の
見
地
か
ら
デ
ー

タ
を
集
め
続
け
る
任
務
は
、
続
け
て

こ
そ
意
味
が
あ
り
ま
す
」。
出
港
を

見
送
り
に
来
た
市
橋
さ
ん
は
、
地
味

な
が
ら
日
本
の
漁
業
に
欠
か
せ
な
い

航
海
に
つ
い
て
、
自
ら
に
言
い
聞
か

せ
る
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

人
間
の
勝
手
な
都
合
で

苦
し
む
野
生
生
物

　
横
浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

（
横
浜
市
金
沢
区
）
に
は
、
７
０
０

種
12
万
匹
・
頭
も
の
生
き
も
の
た
ち

が
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
体
調
の
異

変
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
の
が
、
飼

育
員
と
と
も
に
採
血
や
体
温
測
定
な

ど
を
日
々
行
う
４
人
の
獣
医
師
だ
。

　
そ
の
う
ち
の
１
人
で
、
昨
年
12
月

９
日
の
「
海
育
塾
」
で
講
師
と
し

て
登
場
し
た
の
が
、
大
津
大だ
い

さ
ん

（
48
）。
同
施
設
の
水
族
館
支
配
人
も

務
め
る
獣
医
師
歴
24
年
目
の
ベ
テ
ラ

ま
っ
た
結
果
、
自
力
で
は
生
活
で
き

ず
に
施
設
の
中
で
悲
し
い
一
生
を
終

え
た
の
で
す
」。
大
津
さ
ん
は
人
間

の
勝
手
な
都
合
に
よ
っ
て
命
を
落
と

し
て
い
く
野
生
動
物
た
ち
が
い
か
に

多
い
か
を
、
淡
々
と
伝
え
た
。
大
津

さ
ん
の
映
像
や
写
真
が
示
す
事
実

に
、
塾
生
た
ち
は
押
し
黙
っ
て
い
る
。

　
川
か
ら
流
入

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
も
、
野
生
生

物
を
傷
つ
け
て
い
る
。「
川
か
ら
海

に
入
り
、
多
く
の
生
き
も
の
た
ち
が

飲
み
込
ん
で
し
ま
い
、
死
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
学
校
の
お
友
達
に

も
伝
え
て
く
だ
さ
い
ね
」

　
大
津
さ
ん
の
講
義
が
終
わ
っ
て
、

塾
生
た
ち
は
海
に
面
し
た
屋
外
施
設

へ
。
晴
天
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

子
ど
も
た
ち
の
深
刻
な
表
情
も
よ
う

や
く
解
け
、
海
藻
の
ワ
カ
メ
の
植
え

付
け
に
挑
戦
し
た
。
ワ
カ
メ
は
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
（
海
中
で
二
酸
化
炭
素

を
吸
っ
て
酸
素
を
排
出
す
る
）
の
代

表
格
だ
。

　
そ
の
時
、
小
学
１
年
生
の
中
村
一

朗
太
君
が
突
然
、
大
声
を
上
げ
た
。

「
ゴ
ミ
、
自
然
に
悪
い
よ
ー
」。
イ
ル

カ
用
プ
ー
ル
の
水
面
に
浮
い
て
い
た

レ
ジ
袋
を
見
つ
け
た
の
だ
。

　
「
今
朝
、
ポ
リ
袋
を
飲
み
込
ん
で

し
ま
っ
た
イ
ル
カ
が
、
そ
れ
を
吐
き

出
し
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、

大
津
さ
ん
が
講
義
で
話
し
た
ば
か

り
。
レ
ジ
袋
は
風
に
飛
ば
さ
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち
が
意
図
し

な
い
と
こ
ろ
で
、
生
き
も
の
た
ち
が

苦
し
ん
で
い
る
。

弱ったスナメリの赤ちゃんにミルクを与える（八景島シーパラダイス提供）

ン
で
、
そ
の
話
が
な
ん
と
も
切
な
い

も
の
だ
っ
た
。

　
あ
る
日
、
横
浜
市
中
区
本
牧
沖
に

ふ
ら
ふ
ら
泳
ぐ
イ
ル
カ
の
仲
間
、
ス

ナ
メ
リ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
通
報

が
あ
っ
た
。
駆
け
つ
け
た
ス
タ
ッ
フ

が
海
に
飛
び
込
む
と
、
ス
ナ
メ
リ
の

方
か
ら
胸
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
親

と
は
、
な
ぜ
は
ぐ
れ
た
の
か
。
赤
ち

ゃ
ん
は
搬
送
さ
れ
た
同
水
族
館
で
ミ

ル
ク
を
与
え
ら
れ
た
が
、
衰
弱
が
激

し
く
１
か
月
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
ボ
ー
ト
で
尾
び
れ
を
傷
つ
け
ら
れ
、

ヤ
ス
ま
で
刺
さ
っ
た
イ
ル
カ
の
最
期

は
さ
ら
に
無
残
だ
。

　
「
人
を
頼
っ
て
餌
を
得
る
こ
と
し

か
で
き
な
く
な
り
、
人
に
な
れ
て
し

「横浜・八景島シーパラダイス」（横浜市金沢区）が開催している
「シーパラこども海育塾」。海の環境を親子で学ぶ教室の昨年

11月から今年1月にかけての様子を、48号に引き続き紹介する。
写真・文　教育ネットワーク事務局専門委員・秋山哲也
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リポート リポート

　「AI時代こそ新聞活用」をテーマにした「新聞＠スクールセミナー」
が2月23日、東京・大手町の読売新聞東京本社で開かれ、小中高
校や大学の教員ら約90人が参加した。AI（人工知能）が進化を続
ける中、学びの質を高めるために教室で新聞やデジタル機器をどの
ように活用すればよいのか、講演や座談会を通じて方策を探った。

東京・豊島区立明豊中学校

櫻井 直（ただし） 教諭

　「新聞スクラップレポート」
の学習で、生徒は自由に選
んだ記事に対する自分の
考えを200字程度で書き、
家族か友達に見せて意見を聞き、最終的な提案にまとめました。
選んだ記事は、スマホ、ＡＩ、入試など様々。
　高校の推薦入試にある集団討論の対策として、新聞を活用し、
６人グループで「新元号」について議論させました。記事を読み、
自分で新元号を考え、その元号に込めた願いと高校生活の抱負
を交え話し合います。最近は都立高校の入試で時事問題のテー
マが多く、今年は「ＡＩ活用例をあげ、その良い点と問題点を述べよ」
がありました。
　「読める、話せる、書ける」生徒の育成を目標に、各教科で新聞
を活用しており、記事を読んで、隠した見出しを考えさせたり、新聞
各紙を並べて１面記事の違いを比べたりする学習もしています。

東京・荒川区立汐入小学校

山岸幸枝 教諭

　最初に授業で行うのは、新聞に親
しむゲーム。「一番大きな数を探そう」
では、児童は楽しそうにページをめく
って予算や株価などの数字を見つ
け、やがてどこに何が書いてあるか
頭に入ってきます。次いで、見出し、リード、記事、写真や図表とい
った、読みやすい新聞の工夫を教えます。
　「写真に題名をつけよう」で、児童は自分が選んだ写真を切り
抜き、考え、感じたことの中心をはっきりさせて題名を書きます。
　書く力をつける「４コマ漫画を説明しよう」では、自分の気持ちを
説明出来なかった児童が、だんだん書けるようになります。
　「説得力のある意見発表」で、切り抜いた記事を根拠に自分の
意見を発表すると、格好よく、自信を持って言えます。感動した記
事を主体的に選んで、自然に児童どうしの交流、対話が生まれ、
書く、読む力がつき、学びを深めています。

（右から）赤堀氏、益川教授、関口氏、山岸教諭

ＡＩ＝人工知能。Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅの略。コ
ンピューターが人間の知的な活動を行うこと。音
声や画像の認識や、大量のデータの中から一貫
性のある規則を見つけだそうとする機械学習など、
近年急速に研究が進んでいる。

益
川　

人
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
学

ぶ
か
を
研
究
し
て
い
る
。
他
者
と

対
話
し
、
経
験
を
積
み
重
ね
て
学

力
が
生
ま
れ
る
。
学
校
で
子
ど
も

た
ち
は
、
生
活
や
社
会
と
関
連
づ

け
な
が
ら
学
ぶ
と
い
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
、
下
手
す
る
と
中
身
も
読
ま
ず

に
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
シ
ェ
ア
し
て

し
ま
い
、
本
人
が
気
づ
い
て
い
な

く
て
も
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
拡

散
す
る
現
状
が
あ
る
。
本
人
が
し

っ
か
り
読
み
取
り
、
感
じ
、
考
え

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

Ａ
Ｉ
時
代
で
も
、
新
聞
の
強
み

は
、
幅
広
い
情
報
に
触
れ
ら
れ
る

こ
と
。
全
国
版
や
地
方
版
、
社

会
・
経
済
面
、
広
告
な
ど
が
あ
り
、

取
材
を
通
し
て
得
た
記
者
の
付
加

的
な
情
報
や
解
釈
も
あ
る
。

関
口　

東
京
都
北
区
の
小
学
校
３

校
で
校
長
を
務
め
、
学
校
全
体
で

新
聞
活
用
を
実
践
し
た
。「
感
じ

る
力
」
が
「
学
び
に
向
か
う
力
」

に
な
る
と
い
う
赤
堀
先
生
の
お
話

は
、
非
常
に
納
得
し
た
。
週
１
回

の
朝
15
分
で
、
子
ど
も
自
ら
が
記

事
を
選
ん
で
感
想
を
書
く
「
新
聞

タ
イ
ム
」は
、そ
れ
に
適
し
て
い
る
。

　

特
に
こ
れ
ま
で
国
語
で
は
、
図

や
表
な
ど
を
文
章
と
合
わ
せ
て
読

み
取
る
こ
と
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

必
要
だ
。
ま
さ
に
新
聞
の
出
番

だ
。
15
校
の
デ
ー
タ
だ
が
、
全
国

学
力
テ
ス
ト
で
全
国
平
均
と
比
べ

る
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
新
聞
活
用
学
習
）

に
取
り
組
ん
で
い
る
小
学
校
は
、

国
語
・
算
数
・
理
科
と
、
幅
広
い

教
科
で
高
得
点
に
な
っ
て
い
る
。

山
岸　

新
聞
タ
イ
ム
は
、
子
ど
も

が
自
然
に
新
聞
を
読
み
、
教
師
が

手
を
貸
さ
な
く
て
も
ど
ん
ど
ん
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
楽
し
い
活

　
基
調
講
演

　
座
談
会

赤堀侃司氏

●座談会出席者
赤堀侃司 （日本教育情報化振興会会長）

益川弘如 （聖心女子大学教授）

関口修司 （日本新聞協会ＮＩＥコーディネーター）

山岸幸枝 （東京都荒川区立汐入小学校教諭）

司会：秋山純子 （読売新聞教育ネットワーク事務局アドバイザー）

レ
ッ
ト
端
末
は
、「
両
方
を
ブ
レ

ン
ド
」
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
。
特

に
小
学
校
低
学
年
は
、
鉛
筆
を
使

い
、
手
を
動
か
し
て
紙
に
書
か
せ

る
の
が
、
脳
に
い
い
。

山
岸　

ネ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
本

や
新
聞
を
活
用
す
る
授
業
を
意
識

し
て
い
る
。

益
川　

Ａ
Ｉ
は
学
び
を
深
め
る
パ

ー
ト
ナ
ー
に
す
る
と
い
い
。

関
口　

便
利
な
ネ
ッ
ト
だ
け
を
使

う
子
ど
も
に
育
つ
こ
と
が
心
配

だ
。
Ａ
Ｉ
時
代
こ
そ
、
紙
の
よ
さ

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
関
連
付
け
」養
う
教
育
を

　

赤
堀
侃か

ん

司じ

・
日
本
教
育
情
報
化
振

興
会
会
長
（
東
工
大
名
誉
教
授
・
教

育
工
学
／
情
報
教
育
）
が
「
Ａ
Ｉ
時

代
の
教
育
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。

赤
堀
氏
は
、
人
が
出
来
て
、
Ａ
Ｉ
に

は
出
来
な
い
も
の
に
「
感
じ
る
力
」

が
あ
り
、
こ
れ
が
人
に
記
憶
を
残
し
、

読
解
力
を
高
め
た
と
調
査
デ
ー
タ
を

基
に
指
摘
。「
人
は
感
じ
る
こ
と
で
、

も
の
ご
と
を
関
連
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
Ａ
Ｉ
は
今
の
と
こ
ろ
こ
う
し

た
関
連
付
け
が
出
来
な
い
」
と
続
け

た
。

　

ま
た
、「
関
連
付
け
出
来
れ
ば
、

自
分
の
意
見
が
言
え
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
そ
の
能
力
を
養
っ
て
い
く
の

が
こ
れ
か
ら
の
本
当
の
教
育
だ
」
と

述
べ
、
関
連
付
け
る
力
を
養
う
新
聞

活
用
学
習
が
効
果
的
だ
と
話
し
た
。

総
合
的
に

読
み
解
く
こ
と
が
大
事

　

座
談
会
で
は
、
益
川
弘ひ

ろ

如ゆ
き

・
聖
心

女
子
大
教
授
（
認
知
科
学
）
が
読
解

力
に
は
「
深
い
処
理
」
と
「
浅
い
処

理
」
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
深
い
処

理
は
、
事
実
や
書
き
手
の
解
釈
に
基

づ
く
情
報
と
読
み
手
の
持
っ
て
い
る

情
報
と
を
組
み
合
わ
せ
、
新
た
な
知

識
を
創
り
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
。
浅

い
処
理
は
、
た
だ
字
を
読
む
だ
け
の

よ
う
な
こ
と
で
、「
情
報
を
う
の
み

に
し
て
す
ぐ
に
共
有
す
る
『
浅
い
処

理
』
で
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る

努
力
が
必
要
だ
」
と
提
言
し
た
。

　

ま
た
、
関
口
修
司
・
日
本
新
聞
協

会
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

「
Ａ
Ｉ
時
代
に
必
要
な
の
は
深
い
読

解
力
だ
が
、
文
章
や
写
真
、
グ
ラ
フ
、

図
な
ど
を
総
合
的
に
読
み
解
く
こ
と

が
大
事
で
、
新
聞
を
読
む
こ
と
が
有

　

Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
広
が
る

中
で
、
人
材
育
成
は
と
て
も
重
要

だ
。
現
状
で
は
、
学
校
で
習
っ
た
問

題
と
、
社
会
で
起
き
て
い
る
問
題
と

が
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

Ａ
Ｉ
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
子
ど
も

た
ち
が
き
ち
ん
と
接
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
社
会
の
仕

組
み
を
反
映
し
た
こ
と
を
学
校
の
中

で
し
っ
か
り
教
え
る
こ
と
が
大
切
。

　

Ａ
Ｉ
は
今
の
と
こ
ろ
関
連
付
け
が

で
き
な
い
。
例
え
ば
、「
夏
、
テ
ニ

ス
を
し
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
飲
ん
だ

ビ
ー
ル
は
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
う

文
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｉ
に
「
な
ぜ
ビ
ー

ル
が
お
い
し
か
っ
た
か
」
と
聞
く
と
、

答
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
人
は

「
夏
は
暑
い
」「
テ
ニ
ス
を
す
る
と
汗

を
か
く
」「
ビ
ー
ル
は
冷
や
し
た
方

が
う
ま
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情

報
に
つ
い
て
抱
く
感
情
を
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
て
、
関
連
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
う
し
た
「
感
じ
る
力
」
が
、

読
解
力
を
高
め
る
。
こ
こ
が
人
間
の

す
ご
い
と
こ
ろ
だ
。

　
「
感
じ
る
力
」
を
高
め
る
こ
と
が
、

新
学
習
指
導
要
領
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
「
学
び
に
向
か
う
力
（
学
び
へ
の

意
欲
）」
に
つ
な
が
り
、
Ａ
Ｉ
時
代

に
大
切
に
な
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
で
き
な
い
自
由
な
発
想
や
ア
イ
デ

ア
を
生
む
た
め
、
他
人
と
対
話
し
、

協
力
し
、
た
え
ず
改
善
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
だ
。

「
社
会
の
仕
組
み
」反
映
し
た
学
び
を

Ａ
Ｉ
は
学
び
を
深
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー

動
だ
。

益
川　

Ａ
Ｉ
と
い
う

言
葉
が
独
り
歩
き
し

て
い
る
が
、
ま
だ
た

い
し
た
こ
と
は
で
き

て
い
な
い
と
思
う
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は

デ
ー
タ
処
理
が
速

く
、
メ
モ
リ
ー
が
大

き
く
な
っ
た
が
、
人

間
が
苦
手
な
分
野
を

Ａ
Ｉ
が
代
行
し
て
、

人
間
の
よ
さ
を
発
揮

で
き
る
時
代
に
な
る

と
考
え
る
。

赤
堀　
「
関
連
付
け

る
」「
感
じ
る
」「
創

造
す
る
」「
デ
ザ
イ

ン
す
る
」
と
い
う
能

力
を
、
こ
れ
か
ら
の

Ａ
Ｉ
時
代
に
は
も
っ

と
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
紙
と
タ
ブ

効
」
と
話
し
た
。

　

都
内
公
立
小
中
学
校
の
２
教
諭
に

よ
る
新
聞
を
使
っ
た
授
業
例
も
紹
介

さ
れ
た
。

　

会
場
の
参
加
者
は
、「
Ａ
Ｉ
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
、
感
じ
る
こ
と
か
ら

物
事
を
関
連
付
け
、
自
分
の
意
見
を

形
作
る
と
い
う
教
育
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
」（
茨

城
・
小
学
教
諭
）、「
Ａ
Ｉ
時
代
に
も
、

新
聞
と
し
て
果
た
す
役
割
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
」

（
東
京
・
教
育
委
員
会
）、「
新
聞
教

育
の
必
要
性
を
認
識
し
た
」（
千
葉
・

中
学
教
諭
）
な
ど
と
感
想
を
話
し
て

い
た
。

目
標
は「
読
め
る
、話
せ
る
、書
け
る
」

新
聞
に
親
し
む
ゲ
ー
ム
か
ら

Ａ
Ｉ
時
代 

学
び
の
質 

ど
う
高
め
る
？

新聞＠スクール セミナー

授業例紹介
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リポート

大ロングセラー      がまんがに
最
強
の
発
想
術  

わ
か
り
や
す
く

　

本
書
に
登
場
す
る
川
喜
田
氏
考
案

の
「
Ｋ
Ｊ
法
」
は
、
デ
ー
タ
を
集
め
、

書
き
出
し
、
関
係
性
を
図
解
に
す

る
こ
と
で
、
天
才
的
な
感
覚
や
思
い

つ
き
に
頼
ら
ず
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

や
発
想
を
導
き
出
す
手
法
で
す
。
新

書
の
刊
行
か
ら
約
半
世
紀
た
っ
た
今

も
、
メ
ー
カ
ー
や
百
貨
店
、
商
社
、

大
手
企
業
や
教
育
機
関
、
地
方
自
治

体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
で
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
人
だ

け
で
な
く
、「
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン

を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」「
業
績

を
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
、

問
題
点
を
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
」
な
ど
と
悩
ん
で
い
る
人
に
も
、

Ｋ
Ｊ
法
は
有
効
で
す
。

　

本
書
は
４
つ
の
章
に
分
け
、
ス
ト

ー
リ
ー
ま
ん
が
と
要
点
を
ま
と
め
た

説
明
文
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、「
グ

ル
ー
プ
編
成
」
や
「
Ａ
型
図
解
化
と

Ｂ
型
文
章
化
」
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
を

考
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
コ
ラ
ム
で
、

Ｋ
Ｊ
法
の
正
し
い
実
践
方
法
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
「
よ
い
企
画
や
ア
イ
デ
ア
を
提
案

し
た
い
」「
ビ
ジ
ネ
ス
の
問
題
を
解

決
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
社
会
人

は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
論
文
を
ま
と
め

る
大
学
生
・
中
高
生
に
も
役
立
つ
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

まんがでわかる 発想法 
ひらめきを生む技術
中央公論新社／原作：川喜田二郎、
作画：山田しぶ／本体1,200円（税別）
／四六判、１６０ページ

STORY
家具メーカーで販売員とし

て働く千夏。豊富な商品知識を
買われ、第２企画室へスカウト。企
画を考える力が無いと嘆く千夏に、
大谷室長はデータからアイデアを導き
出すＫＪ法を伝授する。同期の小雪も
加わり、大谷の指導のもと、奮闘す
る二人。天才的な感覚や思いつ
きに頼らず、新企画は生ま

れるのか―

PRESENT
「まんがでわかる 発想法 ひらめきを生む技術」を
５人にプレゼントします。
※締め切りは4月15日（月）。応募多数
の場合は抽選。当選結果は発送をもっ
て代えさせていただきます。

　
『
ま
ん
が
で
わ
か
る 

発
想
法 

ひ

ら
め
き
を
生
む
技
術
』
が
中
央
公
論

新
社
か
ら
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
累
計

１
４
０
万
部
を
超
え
る
中
公
新
書
の

大
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
『
発
想
法
』（
川

喜
田
二
郎
著
）
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま

ん
が
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
一
冊

で
す
。

140万部
突破

https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/pre3/manga/

Yomiuri Education Network
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リレーエッセー

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0005005011で
お読みいただけます。

51

チ
ー
ム
と
そ
の
出
来
を
競
う
の
で
あ

る
。
こ
の
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て
２
年

目
、
私
は
空
力
部
門
の
共
同
リ
ー
ダ

ー
に
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
と
き
ま

だ
２
年
生
だ
っ
た
の
で
、
車
の
空
力

特
性
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の

開
発
を
率
い
る
の
は
至
難
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
は
何
度
も
失
敗
を
繰
り
返
し

た
。
教
科
書
や
講
義
ど
お
り
に
こ
と

は
進
ま
な
か
っ
た
。
実
際
は
も
っ
と

複
雑
な
も
の
な
の
だ
。
一
つ
の
さ
さ

い
な
要
素
を
見
落
と
し
て
望
ま
な
い

結
果
を
得
る
の
は
簡
単
だ
が
、
実
践

で
の
間
違
い
を
特
定
し
て
い
く
過
程

で
テ
ー
マ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

実
は
、
こ
れ
は
他
の
何
に
で
も
当

て
は
ま
る
。
い
つ
も
最
初
は
知
識
が

不
足
し
て
い
て
、
英
国
で
の
大
学
生

活
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
失
敗
に
も

が
き
続
け
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
数
え
切
れ
な
い
実
践
で
の

ミ
ス
を
通
し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
成
長
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
教

訓
と
経
験
は
、
私
に
と
っ
て
の
夢
の

仕
事
場
、
Ｆ
１
チ
ー
ム
で
の
1
年
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
獲
得
す
る

の
に
役
立
っ
た
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え

サウサンプトン大学

英南部サウサンプトンに
位置する研究主導型大
学。1862年に地域の学識
経験者らによる文化セン
ターとして発足、1952年
に英国立大学となった。1
万4000人近い学生、大
学院生のうち、留学生は
135か国から6500人が
在学している。

川本和さん（前列左）と学生フォーミュラの空力学チームのメンバー＝本人提供

U.K.

LondonLondon
University of 

Southampton 
University of 

Southampton 

　

日
本
で
は
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
と
い

え
ば
、（
英
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
）

サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
Ｆ
Ｃ
で
プ
レ
ー
す

る
サ
ッ
カ
ー
の
吉
田
麻
也
選
手
、
あ

る
い
は
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
が
（
氷
山

に
衝
突
し
て
）
沈
没
す
る
前
に
最
後

に
出
港
し
た
港
町
、
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
こ
で
私
が
学
ん
で
い
る
の

は
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
関
係
な
い
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
最
高
峰
、
フ

ォ
ー
ミ
ュ
ラ
・
ワ
ン
（
Ｆ
１
）
が
そ

の
理
由
で
あ
る
。
英
国
は
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
大

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェロー
シップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留学フェ
ローシップの詳細はウェブサイトへ。� http://ryu-fellow.org

学
は
、
レ
ー
シ
ン
グ
・
カ
ー
を
よ
り

速
く
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
空
気
力

学
の
研
究
で
特
に
有
名
で
、
そ
れ
を

私
は
学
ん
で
い
る
の
だ
。

　

大
学
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の

学
生
と
し
て
、
設
計
、
製
作
、
そ
し

て
実
験
を
す
る
機
会
が
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
内
に
多
く
あ
る
の
が
う
れ
し
い
。

そ
れ
に
加
え
て
、
課
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
数
多
く
用
意
さ
れ
て
い
て
、
学

生
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
つ
ま

り
、
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
的

な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
応
用
で
き

る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う

こ
と
な
の
だ
。

　

私
は
、
課
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
（Form

ula 
Student

）
に
参
加
し
て
き
た
。
こ

の
活
動
で
は
、
各
大
学
の
学
生
チ
ー

ム
が
（
タ
イ
ヤ
と
操
縦
席
が
覆
わ
れ

て
い
な
い
）
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
を

設
計
、
製
作
し
、
世
界
中
の
他
大
学

海
外
で
学
ぶ 

・ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

英
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
大
学
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
る
成
長

立
命
館
高（
京
都
府
）卒
、
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
大
学（
英
国
）３
年（
執
筆
時
）　　

川か
わ

本も
と 

和わ
た
る 

さ
ん

て
、
今
は
最
終

学
年
と
し
て
大

学
に
戻
っ
て
き

た
。
新
た
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
に
満

ち
た
１
年
間
で

あ
る
。

　

正
直
言
っ

て
、
新
し
い
こ

と
に
取
り
組

み
、
実
践
し
て

い
く
こ
と
に
は

い
つ
も
恐
怖
心

が
付
き
ま
と
う

が
、
何
か
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
せ
ず

に
学
べ
る
も
の

な
ど
あ
る
の
だ

今後もきめ細かく情報アップ
　読売教育ネットワーク会報は、これまでネット
ワークのウェブサイトに毎月掲載していました
が、4月からは会報という形ではなく、様々なテ
ーマについてニュースやルポ、読み物をサイト
の各ジャンルに随時掲載します。これまで以上
にきめ細かく教育関連の役立つ情報を紹介して
いきますので、引き続き、教育ネットワークのウ
ェブサイトをよろしくお願いいたします。
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http://the-japan-news.com/news/article/0005005011
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